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が、この組成 よ りAlを僅 かに多 く含むFeA1
合金は常温付近では強磁性であるが、低温で


























































90%にもな ってい る。Tf以一ドでは この山の ピー
クの磁場はゼ ロか ら増加 を始め有限の大きさをも
つ ようになるが、その強度比は急速 に減少す る。
さらに、Fe-Cr系とは反対 に極低温では低磁場
側の山は さらに..二つに分離 し、従 って低温でのス
ピソグラス相は三つの相か ら成 り立ってい ること
がわかる。
この結果か ら推定で きるス ピソグラス相での磁
気モーメソ ト分布のモデルについても、詳 しい議
論は省略す るが、そのあらましは次の通 りである。


























































従 って高磁場側の山安定なモ「メソ トを持ち強磁性的に結合 しているFeによるものと考え られる。 こ
れに対 し、低磁場側の二つ山は高温の強磁性相や常磁性相では磁気モーメソ トを持たないFeに、低温
のスピソグラス相で誘起 された磁気モーメソ トによるものと考えることができる。この ようなFeにはAl
原子で隔て られた第二隣接原子から反強磁性相互作用が働 くので、強お よび反強磁性の二つの相互作用
が競合 し、その結果ス ピソグラス相 も形成 されまた二つの クラスターに対応 して山が さらにふたつに分
かれるのであろう。
こうい うモーメソ ト分布モデルを確 かめ るために、同 じよ うな実験 を組成の異な るFe78Al,、や原 子
配置の異 なるFe、A1規則構造を持つFe,。A1、。で も行 ったが、いずれの場合にも図3の 結果と極めて類似
の挙動が観測された。また、それ らでは低温での高磁場側の山の強度比の実測値はFe/U型Fe,8Al28で0.68、
Fe、Al型Fe,。Al、では0.57であった。 これに対 して最近接位置にFeが4個以上存在する確率 はそれぞ
れ0.67、0.57であって、いずれ も実験結果とよく一致す る。
終わりに
以上のようにメスバウワー効果を用いた内部磁場の測定はスピソグラスの磁気モーメソト分布には有
効な方法であり、中性予散乱法とは相補的な手段であることが分かって頂けたことと思う。また、この
ような研究を行うのに大阪大学は低温セソターを含めて優れた施設群を備えており、ここで仕事ができ
る.ことは(あるいはできたことは)極めてハッピーなことであり、あらためて感謝の意を表したい。
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